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が帰る前に Aと Bがこもごも加えた暴行によって生じたものか，その後の B
による前記暴行により生じたものかは断定できない。
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































124 松山大学論集 第28巻 第3号
こと，追撃行為の動機は基本的には侵害に対する憤激にあること」等に照らすと，「共謀
の有無の点はさておき」，少なくとも追撃行為の実行に及んだ2名の関係では，「反撃行為
と追撃行為とを一連のものと評価した1，2審判決の判断は相当」と思われ，平成6年最
高裁判決も「上記判断を支持することを当然の前提としている」と解しておられる（川口・
前掲注（29）時の判例37－8頁）。
68）最決平20・6・25刑集62巻6号1859頁。
69）最決平21・2・24刑集63巻2号1頁。
70）さらに，正当防衛・過剰防衛と罪数論の関係については，川端・前掲注（24）279頁以
下参照。
（本稿は，平成27（2015）年度松山大学特別研究助成の成果の一部である）
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